




































第一部 体験を見つめることと well-beingの関連 
第一章 Well-being と体験の観察の関連に関する研究動向と理論モデル 
1. Well-beingとは 
1-1 Well-beingの内容─快楽主義における well-beingと幸福主義における 
well-being─ 
1-2 Well-beingの下位概念としての SWBと PWBの関連 
1-3 Well-beingに注目する意義 
2. 体験を見つめることと well-being 
2-1 体験を見つめることと well-beingの関連 
2-2 体験を見つめる技法としてのマインドフルネス 
2-3 体験の観察の難しさ 1―体験を見落とす状態― 
2-4 体験の観察の難しさ 2―体験を見つめてもうまくいかない状態― 
2-5 従来の理論の適用とその限界 
2-6 適応的な体験の観察とは―仏教からの示唆 
3.  体験の観察が well-beingにつながるための条件─情動価に捉われないための非執着
的態度─ 











6.  体験の観察と well-beingの時間的な近接から非執着的態度を捉える 
6-1 過剰な注目が生じる前の体験の観察 








第二部 体験の観察と well-beingの関連－条件としての注意機能の観点からの検討－ 
第二章 研究 1 体験の観察と well-beingの関連 
1. 問題と目的 





3. 結 果 
3-1 記述統計量と相関分析 
4. 考 察 
5. 要約と展望 
 





1-3 研究 2-1の目的 


























第四章 研究 3 体験の観察とwell-beingの関連に対する注意機能の影響─実験的に測定され
た注意機能による調整効果─ 
1. 目 的 
1-1 注意機能の種類 
1-2 多面的な注意機能と非執着的態度との関連 
1-3 注意機能の測定- Attention Network Test-Revised- 
1-4 研究 3の目的 








3. 結 果 
3-1 ANT-Rの操作チェック，記述統計量 
3-2 体験の観察と well-beingの関連に対する注意機能による調整効果 
3-3 単純傾斜の検定 




 4-4 警戒機能による調整効果 
5. 要約と展望 
 
第三部 体験の観察と well-beingの関連に対する時間的観点からの検討 
第五章 研究4 その瞬間の体験の観察とwell-beingの関連─学生を対象とした予備調査─ 
1. 目 的 
1-1 その瞬間の体験と well-being 
1-2 今を味わう力 
1-3 ESMによる well-being研究 
1-4 ESMが明らかにする体験の観察の効果 






3. 結 果 
3-1 質問紙の信頼性の検討 
3-2 状態として測定された体験の観察と今を味わう力の関連 
4. 考 察 
5. 要約と展望 
 
第六章 研究 5-1 その瞬間の体験の観察と well-beingの関連─コミュニティ調査─ 
1. 目 的 






3. 結 果 
3-1 事前分析 
3-2 HLM 







第七章 研究 5−2 その瞬間の体験の観察と well-beingの影響の方向性 
1. 目 的 
2. 方 法 
2-1 参加者 
2-2 分析方法 
3. 結 果 
4. 考 察 
5. 要約と展望 
 
第四部 体験の観察と well-beingの関連に対する非執着的態度の影響 
第八章 研究 6 体験の観察と非執着的態度の関連─体験の観察の well-being に対する影
響を媒介するメカニズムとして─ 
1. 目的 
1-1 研究 2から研究 5の結果を総合する視点としての非執着的態度 
1-2 体験の観察と well-beingの関連をつなぐ非執着的態度 
1-3 体験の観察と well-being の関連を媒介する非執着的態度に対する注意機能による
影響 
1-4 研究 6の目的 





3. 結 果 
3-1 記述統計量と相関分析 
3-2 日本語版 Nonattachment scaleの信頼性・妥当性 
3-3 PWBS，SWLSを目的変数とした調整-媒介分析 
4. 考 察 













4. 本論文を通して示された体験の観察と well-beingが関連するメカニズム 
4-1 検討結果を通して示された非執着的態度の注意の働きによる再解釈 
4-2 その瞬間を捉えた場合の，体験の観察の効果から非執着的態度の再解釈 



















































 加えて，研究 2-2 では研究 2-1 で示された関連を縦断調査によって再現することを試み









































































1. 著者名：高田圭二・田中圭介・竹林由武・杉浦義典  
論文題目：マインドフルネスと well-beingと注意の制御の関連 
雑誌名：パーソナリティ研究（査読制度あり） 
巻（号），頁，発行年：25(1), pp. 35-49, 2016. 
